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唐 ・ 知恩 「金剛般若経義記』の 作者につ い て

蕭 文　真

1． は じめ に

　唐 ・知恩 『金剛般若経義 記』（以下 『義記』） は
， 義天 （1055−1101）『義天 録』 （T55 ，

p．1167b）， 興 隆 （1691−1769＞ 『仏 典疏鈔 目録』
1）

に言 及 が あ るの を除 き， 他 の 文献

に 関聯す る記録が な く， 法蔵 P．2159 号敦煌本 が発 見 され る まで 散佚 した もの と

考 え られ て い た． ま た ，
P．2159号敦煌 本 に書 写 され るの は 上 巻 の み で あ り，

こ

の 疏 の 完全 な るテ キス トで は な い ため， 特 に知恩の 生 涯 につ い て は知 る術 が ない ．

　『義記』の作者の 問題 に つ い て は， こ れ まで に落合俊典氏が 研究を行っ て い る
2＞
．

そ の 中で 氏 は ， 円行 （799−852） 『霊巌 寺和 尚請来 法門道具等 目録』 （839） （以 下 r霊

巌録』）所 収 の 塵外 （− 737） 「金 剛般若 経依 天 親菩薩論 讃釈 疏』 （以 下 『論疏』）二 巻

を こ の 「義記』で は な い か としつ つ も， 最終的な結論は下 して い ない ． また ， 平

井宥慶氏や 南権熙氏 は
， 作者 は 知玄 （809−881） で ある 可 能性 を指摘す る

3）
．

　『義 記』 につ い て の 現 存 す る 資料 は非 常 に少 ない もの の
， 知恩 『義記』 の 韓 国

清州古 印刷博物館蔵本 （以 F清州蔵本）や 高山寺蔵本 の 公開 と復元 に よ り
4）

， その

全容が 明 らか とな っ た ． さ らに ， 杏 雨書屋 所蔵 『敦煌 秘笈』 が近年公 開された こ

とで ， 『義記』の 註 釈書で あ る公哲 『金 剛般若経開玄鈔』 （以下 『開玄鈔』）巻 二 ・

巻三 が 新た な研 究材料 として 加 わ っ た． 本稿 で は ，
こ れ らの 新 資料 を利 用 しつ

つ
， 改め て 『義記』の 作者 につ い て 検討 を試み た い ．

2 ． 『義記』の 作者につ い て

2 。1 ． 知恩は知玄で あるか 否か

　南氏 お よび平井氏 は知恩 とは知玄 の こ とで ある とい う見解 を示す が
， その 根拠

は 明 らか に され て い な い ． 『義天 録』や 知玄 の 伝記資料 か ら推 測す る に
， 以下 の

三 点 を そ の 根拠 と して い る の で あろ う， まず ， 『義 天 録』 巻一 に 「義記二 巻 　知

恩 （或い は 「玄」 に作 る ．待勘）」 （T55， p．1167b） と見 える こ と． 次 に ， 各種僧伝 や
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（38） 唐 ・知恩 「金 剛般若経義記』の 作者に つ い て （蕭）

資料 に知恩の 名 は見 えず ， 近 い 時代 に活躍 した知玄が 知 られ る こ と。 最後 に ， 知

玄 の 著作 に 「金剛経』の 注疏が ある こ とで ある．

　『義天 録』 と は高麗 に お い て 『続蔵経』 を編集 ・刊 行す る 際に依拠 した 目録 で

あ り， 『義天 録』 が 『義記』 の 作 者 を知玄 と して い た 可能性 を完 全 に 否 定 は で き

ない もの の
， 現存す る 高麗版 『続蔵経』 の ひ とつ で ある 清州蔵本 「義記』が 「知

恩 」に作 る こ とか ら考 えて
， 『義天録』 を もとに 『義記』 の 作者 が知玄 で あ る と

す るの は十分 で は ない ． また ， 唐 か ら五代 に か けて 作 られ た 『金 剛経』 の 注疏 は

何千 に もの ぼ り， そ の 作者の すべ て が僧伝や 史料に 記録され て い た と も考えに く

い ． さらに ， 高山寺本 『義記』は また 「崇聖疏」 とも呼ばれて い る．現 存する三

本 で 作 者 は 崇聖寺 沙 門 を名乗 っ て お り
5＞

， 『義 記』の 作 者 は 崇聖寺 に仕 えて い た

時期が あ っ た は ず で ある が
， 知玄の 伝 記 に は 崇聖寺 との つ なが りを示す記録 は な

く， 『義記』 の 作者 を知玄 とす る に足 る根拠 は存在 しない
，

2 ．2 ． 『義記』作 者 は塵外 で あ る か否か

　落合氏 は 『大正 蔵』第五 五 巻所収 『霊巌録』 の 校注資料を もとに
， 塵外の 『論

疏』こ そ が 『義記』で は ない か と指摘する， さ らに，『大周録』巻十五 「偽経 目録」

に 「校経 目僧知恩 」（T55 ，
　p．475a） とある こ とか ら塵外， 知恩 とが 同

一
人 物 で ある

可能性 を提示 す る ．

　『義記』 の テ キス ト中の 羅什 訳 『金 剛経』 に は冥司偈 「六十 二 字経文 」が 含 ま

れ て お り
6）
， 恵 能 『金 剛 経解 義』 で は 霊 幽 の 入 冥 を 「長 慶 二 年 」 （822） （X24 ，p．

530a） とす る ． 敦煌文献 に 見 られ る 「六十二 字 経文」 で 最 も早い 紀年 を持つ の は

咸 通九 年 （868）の 『金 剛経』 の 木刻 板 で あ り， 写本で は S．5534号 「西 川過家真

印本」 の 天復五 年 （905） で あ る． こ こ か ら判 断 して 「六 十 二 字経文」の 成 立 は

お そ ら く9 世紀以 降で あ り， 『義記』が 著 され た の も9 世紀 を遡 らない で あ ろ う．

『大周録』が 編 まれ た の は 7 世紀末で あ り， 「校経 目僧知恩」は 『義記』 の 作者で

あ る知恩 とは別 の 人物で あ る と考え られ る．

　こ こ で 経録 ， 現 存す る 『義記』 の テ キス ト三 種 ， 『開玄鈔』 よ り 『義記』 の タ

イ トル
， 作者に 関わ る記述 につ い て

， 今
一

度確 認 して お きた い
7）
．

1 『霊巌録』 金剛 般若経依天 親菩薩論讃釈疏
一

部二 巻 崇聖 寺沙門塵外撰 （T

55， P．1073a）

2 敦煌本 「義記』 金 剛般若経依天親菩薩論賛略釈秦本義記 西京崇聖寺沙門知恩集

3 『開玄鈔』 金剛般若経 開玄記巻 第二 釈崇聖 疏 略釈 蜀郡沙 門公哲述
8）
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唐
・
知恩 『金剛般若経義記』の作者に つ い て （蕭） （39）

4 「義天録 』 （金 剛般 若経）義記二 巻 知恩 〈或作玄 待勘〉述 （T55 ， p．1167b）

5 清州蔵本 『義記』 金剛般若経依天 親菩薩論賛略釈秦本義記 西京崇聖寺沙門知恩集

6 高山寺蔵本 『義記 』 金剛 般若経依 天 親菩薩論賛略釈秦本 義記 西京崇聖寺沙 門智恩述

7 仏 典疏 鈔 目録 （金 剛般 若経 ）義記 二 巻 知恩 述
9〕

　 以 上
，

タ イ トル に 関わ る と こ ろ で は ， 『義天 録』， 『仏 典疏鈔 目録』お よ び 現存

す る 三 本 の 『義記 』 の 記 述 が 類 似 して い る． 『霊 巌 録 』 で は 作 者 ， 書名 ， 編述 の

形 式 な どすべ て異 な っ て お り， 他 の 文 献 に見 られる疏 と同一
の もの で は ない で あ

ろ う． つ ま り， 塵外 『論疏』 と知恩 『義記』 は 別 の もの で あ る．

　 こ こ まで 述 べ た よ うに ， 『論 疏』 を 記 した塵 外 と 「義記 』 を書い た 知恩 は別 人

で あ り， 落合氏の 仮説に従 うこ とはで きない ．

2 ．3． 塵外 『論疏』 と知恩 『義記』 の 関係に つ い て の 推論

　 タ イ トル に よ る と
， 『霊巌録』 は 「依天 親菩 薩論讃釈疏」 とあ り， 『開玄鈔』 は

「釈崇 聖疏 略釈 」 と記 し，
三本 の 『義 記』 で は 「依 天親菩 薩 論賛略釈 秦本 義記」

とある ．

　 高 山寺蔵知恩 『義記』の 版心 に は 「崇聖疏」 とある もの の
， 『開玄鈔』が 『義記』

を 「崇聖疏略釈 」で ある と記 して い る点 を考慮 に入 れ る と
， 『開玄鈔』の い う と

こ ろ の 「崇聖 疏」は 知恩 の 「義記』で は ない ． 宝達 『金 剛暎』が 塵外 の こ とを 「崇

聖 法師」（T85 ，p．58b） と呼 ん で お り， 『開 玄鈔』は塵外 『論疏』の こ と を 「崇聖疏 」

と称 して い た 可 能性 を否定で きない ． 『開玄鈔』が 『義記』を 「崇聖疏 」の 「略釈 」

と と らえて い る こ とか ら推測 して
， 知恩 『義記』 はお そ ら く塵外 『論疏』 の 節略

本 で あ っ た の だ ろ う．

3 ． おわ りに

　現存 する テ キス ト， 経録 ， 知恩 『義 記』の 註釈 書で ある公哲 『開玄鈔』 に 記録

され る タイ トル や 作者 に 関す る資料 を比較分析 した結 果 ， 『義 記』 を著 した の は

知恩そ の 人 で あ る こ とが 明 らか とな っ た ． 知恩 が 知玄や 塵外 とは 別の 人 物で あ る

こ とは 間違 い な く， 塵外 と同 様 にお そ らく崇聖寺 に 身 を置 い て い た と思 わ れ る．

知恩 『義記』は塵 外 『論疏』 で は な く， その 節略本 で あ ろ う． 『義記』の 巻末に

は 「欲 求広解 ， 応 尋大疏」
lo＞

と見 え る が
， 「大疏 」 とは 塵外の 「論疏 』 を指す の

か もしれ な い ． また ， 「義記』の 疏 文中の 「解 云 」 とは塵 外の 解 の 可 能性 が あ る ．

　塵外は法相宗で 重 ん ぜ られる 天親 『経論』に基 づ き ， 「金 剛経』に疏釈 を加 えた ．
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（40） 唐
・
知恩 『金 剛般若経義記』 の 作 者に つ い て （蕭）

知恩 は さ らに 塵外 の 『論疏』 の 節略本 を作 っ た が， そ の 理 由は 二 つ 考 え られ る ．

ひ とつ に は 『義記』巻末に 「略示初学之門， 故此粗為科釈」
11）

と述べ る通 りで あ

り， 塵外 『論疏』 が学術 的な注疏 で あ る の に 対 し
， 知恩 は初学者 の た め に 『金剛

経』 の 簡易 な疏 を作 らん と し た の で あ る． 崇聖寺 に は すで に 塵外 『論疏』 が存在

したが ， それは法相宗の 思想 を代表す る天親 『経論』に基づ き作成 された もの で

あ っ た が た め に ， 知恩 は そ れ を利用 し た の で あ る． また もうひ と つ に は
， 塵 外

『論疏 』 が依拠 す る経本 は 天 親 『経 論』 に用 い られ て い た魏 本 『金剛経』 で あ っ

た はずで ， 『義記』が タイ トル に 「秦本 」 の 二 文字 を加 えたの は ， お そ らく秦本

が流行 した の ち ， 知恩が崇聖寺 の 先輩僧で あ る 塵外 『論疏』 に 修正 を加 え ， 時代

の 要求 に応 えん と した た め で ある と考 え られ るの で ある ．

〈付記 〉資料の 閲覧調査 にあ た っ て は北海道大学名誉教授石 塚晴通先 生 ， 国際仏教 学大学

院大 学教 授 落合 俊 典 先生 ，慶北 大 学校南権煕先 生 ，東国大 学校 崔銀植先 生 に ご高配 を賜 り

ま した．記 して お礼 申 し上 げ ます． また高 山寺当局 ， 韓国 古印刷博物館 当局か ら特別 の 御

配慮を頂 きましたこ とに 感謝申し上げます．
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〈キ
ー

ワ
ー ド〉　 知恩 『金剛般若経義記』，塵外 『金 剛般若経依 天 親菩薩論讃釈疏』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（台湾中正 大学中文大学院修了 ，
PhD ）
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